
令和 6年 3月の問題-No.2

問題
出題図を図 1に示す。

図 1 出題図
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解答
図 2 を用いて各頂点や円の中心の距離を考える。小円径が 1 寸なので BC = r = 1

2 であ
る。AB は一辺の長さが r の正方形の対角線なので AB =

√
2r =

√
2
2 となる。よって AC =

AB + BC =
√
2+1
2 となる。直角二等辺三角形の斜辺の関係から、CD = CE = AC より

DE = 2AC =
√
2 + 1である。また、正三角形 DEF の高さ CF =

√
3
2 DE =

√
3(

√
2+1)

2 となる。
よって、AF = AC + CF = 1+

√
2

2 +
√
3(

√
2+1)

2 = (
√
2+1)(

√
3+1)

2 となる。直角二等辺三角形の斜
辺の関係より FH = AF である。△ADE ∽△GFH なので大円の直径は小円の直径の FH

DE 倍で
求められる。FH

DE =
√
3+1
2 なので、小円径 1 寸より、大円径=

√
3+1
2 × 1 ≒ 1.7321+1

2 ≒ 1.366 寸と
なる。

図 2
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